







The working conditions of care workers in the medical profession






































































































































　表 1～ 5に示した。性別では、男性 26％、女性 74％である。また年齢では、20代が
39％、30代が 28％、両者合計 67％と約 7割近くを占めている。
　職種別では、介護福祉士 84％、ヘルパー 1級 7％、2級 8％であった。


















ヘルパー 1級  8人














































































































































































































































































































手技に自信がない 1 13 18 18 4 3 4 18 16 32 32 42 52 31 38 322
知識が不十分である 1 7 51 30 27 11 12 16 3 37 22 27 38 35 41 358
実施の目的を理解し
ていない
1 0 8 0 1 1 1 0 0 3 0 0 0 0 0 15
失敗による影響が怖い 1 5 5 21 32 5 10 21 23 24 26 39 51 34 35 332
法的制裁への懸念 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 3 7 3 2 20
介護職の職務だと考
えていない
1 0 5 7 9 3 2 11 2 17 14 20 24 21 28 164
その他 3 4 7 2 2 1 2 5 4 8 8 5 5 4 2 62
無回答 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 76
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